
１２月１０日 巡視日誌 特別編 
 

 「もしかしてだけど…あれっておいらに撮られたがって

るんじゃないの！?」 

 紫波橋上流の長岡堤防で河川巡視員はカメラを手にした。 

 オジロワシは雌の方が大きく、年をとるにしたがい尾が

白くなる。あれはまさしくオジロワシ。 
 「あまり動くと逃げるぞ･･･」獲物をねらうチーターのご
とくさっと気配を消し、はやる気持ちを抑えゆっくりと
シャッターを切った。 

 つがいであろう二羽は写真を撮るやいなや、シルバーグ

レイの西の空へ悠々と飛び立って行った。 
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オジロワシ 
・全長：オス８０㎝ メス９４㎝ 
・１１月～３月に見られる（北海道では年中） 
・水面近くを飛びながら獲物を探し、おもにサケやマスなどの大型
魚を食べる。 

河川巡視員 
オジロワシにせまる！ 

河川巡視員 
オオハクチョウにせまる！ 

 冬といえばやっぱりハクチョウ。今年も飛来しています。 

今年もよろしくお願いいたします。 

ねぇあそぼー 

オオハクチョウの幼鳥 

中津川 中の橋付近のオオハクチョウとカモ 

 川のそばに樹木があると魚が集まり、鳥もやってきます。 

き 

  もりかわ（鳥っこ）通信 こんかいは 

カモの一家 ここで目撃 

 盛岡出張所長はおどろいた。雫石川 盛南大橋～杜の大橋間の樹木伐採工事現場を調査
中、小川を泳ぐ四羽のカモに遭遇した。 
 カモがいた所はもともと小川が流れていた形跡があり、今回の工事で雫石川からゆる
やかな流れを呼びこんだ、いわばカモにとってはできたてほやほやの小川だった。 
 所長はカモに声をかけた。「よくこの場所を見つけたね。」カモは、「ここは新しく
できた小川でけっこう居心地が良いの。私たちが一番早かったのよ。」と答えた。他の
鳥なかま達にも声をかけてみるそうだ。 
 春の小川をすいすい泳ぐ小魚に目をこらしながら、小鳥のさえずりをBGMに散歩をす
る日もそう遠くないかもしれないと感じたある寒い冬の日だった。 

こちらこそよろしくね。 

もうちょっと

早く 


